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Ⅰ 一般会計決算 

（１）決算収支の状況  

 

 

 

＜概況＞ 

 一般会計の決算額は、歳入が9,704億円で前年度比738億円の減少（△7.1％）、

歳出は 9,276億円で前年度比 766億円の減少（△7.6％）となった。 

また、歳入歳出差引額（形式収支）は、427 億円と前年度比 28 億円の増加

（+7.2％）、翌年度に繰り越すべき財源は、133 億円と前年度比 66 億円の減少

（△33.4％）、実質収支は 294 億円と前年度比 95 億円の増加（+48％）となっ

た。 

 

決算額は過去最大となった令和 3年度決算から漸減しているものの、令和 2

年 7 月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策関係経費等の影響により、

依然として高い水準となっている。 

（図１） 
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 図 １ 

 

・平成２８年度～平成３０年度は、熊本地震に伴う復旧・復興関係経費等により拡大 

・令和２年度～令和５年度は、令和２年７月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策

関係経費等により拡大 

 

 図 ２ 
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（２）歳入の状況  

 

 

＜概況＞ 

  歳入の決算額は 9,704億円で、前年度比 738億円の減少（△7.1％）となっ

た。 

決算額のうち、自主財源は 4,197 億円と前年度比 37 億円の増加（+0.9％）、

一方、依存財源は 5,507 億円と前年度比 776 億円の減少（△12.4％）となっ

た。 

  その占める割合は、自主財源が 43.3％、依存財源が 56.7％である。 
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＜ポイント＞ 

歳入の主な増加要因 

① 「07 繰入金」（+149 億円） 

・県債管理基金繰入金の増加（+153 億円） 

② 「15 県債」（+39 億円） 

・県立高等学校整備事業費の増加（+38 億円） 

 

歳入の主な減少要因 

① 「9 諸収入」（△135 億円） 

 ・中小企業貸付金元利収入の減少（△106 億円） 

② 「14 国庫支出金」（△813 億円） 

  ・新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の減少（△430 億円） 

  ・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の減少（△156 億円） 

 

（３）歳出の状況  

 
 

＜概況＞ 

歳出の決算額は、9,276 億円で前年度比 766 億円の減少（△7.6％）となっ

た。 
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＜ポイント＞ 

歳出の主な増加要因 

① 「02 総務費」（+178 億円） 

・職員等退職手当基金積立金の皆増 （+72 億円） 

・平成 28 年熊本地震復興基金交付金の増加 （+40 億円） 

② 「10 教育費」（+34 億円） 

・熊本県公立学校情報機器整備基金積立金の皆増 （+30 億円） 

 ・県立高等学校施設整備事業の増加  （+24 億円） 
 

 歳出の主な減少要因 

① 「04 衛生費」（△489 億円） 

・新型コロナウイルス感染症患者等入院病床確保事業の減少  
（△312 億円） 

② 「07 商工費」（△442 億円） 

・営業時間短縮要請協力金事業の皆減 （△138 億円） 

・中小企業金融総合支援事業の減少 （△116 億円） 

 

（４）翌年度繰越の状況  
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＜概況＞ 

  繰越額は 1,509億円で、前年度比 106億円の減少（△6.6％）となった。 

  新型コロナウイルス感染症に伴う明許繰越の減（△111億円） 

  令和 2年 7月豪雨災害に伴う繰越の減（事故：△85億円） 

  明許繰越（通常分）の増（経済対策を含む）（＋129億円） 

 

（５）不納欠損の状況 

 
 

＜概況＞ 

不納欠損額は 2.5億円で、前年度比 0.5億円の増加（+22.8％）となった。 

  内訳は、県税が 80.8％を占めている。 

 

（６）収入未済額の状況  

 

＜概況＞ 

収入未済額は 25億円で、前年度比 2億円の増加（+10％）となった。 

内訳は、県税が 68.3％を占めている。 

(Ａ)－(Ｂ) = (Ｃ) (Ｃ)／(Ｂ)

金　額 構成比 金　額 構成比 金 額 比　率

県 税 198 80.8 190 95.2 8 4.2

そ の 他 47 19.2 9 4.8 37 392.3

合 計 金 額 246 100.0 200 100.0 45 22.8

（B）

（単位：百万円、％）

区　　　　　分

R5年度 R4年度 対　前　年　度　増　減　

（A）
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（７）不用額の状況  

 

 

＜概況＞ 

  不用額は 563億円で、前年度比 48億円の減少（△7.9％）となった。 

予算に占める割合は 5.0％で前年度と同程度となった。 

  

＜金額が大きいもの＞ 

① 「04 衛生費」（137 億円） 

・新型コロナ感染症患者等入院病床確保事業 （46 億円） 

・新型コロナ医療・検査等体制整備事業  （9 億円） 

② 「11 災害復旧費」（132 億円）  

・なりわい再建支援事業 （45 億円） 

・河川等補助災害復旧費（補災現・事業）  （42 億円） 
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Ⅱ 特別会計決算 

 

（１）決算収支の状況  

 

 

＜概況＞ 

特別会計全体の決算額は、歳入 3,312 億円で前年度比 70 億円の増加（+2.2％）、

歳出は 3,123 億円と前年度比 26 億円の増加（+0.9％)となった。 

実質収支は 171 億円で、前年度比 30 億円の増加（+21.3％）となった。 

   

＜ポイント＞ 

（１）歳入額が増加した主な会計 

 「14 公債管理特別会計」（+64 億円） 

   ・一般会計借換債の増 （+84 億円） 

   ・元金繰入金の減 （△24 億円） 

 

（２）歳出額が増加した主な会計 

「14 公債管理特別会計」（+64 億円） 

・一般会計債償還元金の増 （+56 億円） 

・県債管理基金積立金の増 （+6 億円） 

 

（３）歳出額が減少した主な会計 

「12 高度技術基盤整備事業等特別会計」（△22 億円） 

・一般会計繰出金の減 （△18 億円）    
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（２）会計毎の歳入歳出の状況 
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（３）翌年度繰越の状況  

 

 

（４）不納欠損の状況 

 

 

（５）収入未済額の状況  
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（６）不用額の状況  
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